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を送る。
　「私も大学時代、朝から夜まで研究ばかりやって
いて、本当に将来大丈夫なのかと時には不安になる
こともありましたが、一つひとつ地道に丁寧にやっ
ていくことが大切だと自分に言い聞かせて、就職活
動に臨んだ結果、面接では研究室で自分がやってき
たことを堂々と話すことができました。皆さんにも
いろいろなことに挑戦してほしい」。彼女らしい言
葉で締めくくってくれた。

　私は、転職を考えている薬剤師に
対して個別にキャリアカウンセリン
グを行い、それぞれのキャリアプラ
ンに合う転職先を紹介する会社を経
営しています。これまで多数の薬剤
師の転職を支援してきました。結婚
や家族の事情で勤務地や勤務時間を
変更しなければならなくなった方も
いますが、多くは、今の職場に何ら
かの不満を抱き、改善したり乗り越
えたりすることなく、他にきっとあ
る「もっと良い職場」に変わりたい
というのが転職の理由です。
　彼らが言う「もっと良い職場」と
は何でしょうか。給料は高めで勤務
地が自宅から近く、勉強会も適度に
開かれて同僚は自分に優しい人ばか
り、という職場環境を指すことがほ

とんどです。こういった環境を求め
て転職を繰り返す薬剤師には「自分
が薬剤師としてやりたいと思う具体
的なキャリアビジョン」が不明確な
方が多いですね。ビジョンがないの
で居心地の良い職場環境を求めてし
まうわけです。
　薬剤師は医療者であるはずなの
に、なぜビジョンが不明確なのでし
ょうか？１つには、薬剤師の就職が
売り手市場であるという背景があ
ります。就職面接の場面で、薬剤師
としてのビジョンを明確に示さな
くても就職できるのが現状です。そ
の必要性に迫られてこなかったの
です。
　薬剤師になろうとした動機を転職
者に聞くと、職業の魅力よりも、安

定した国家資格の取得が目的だった
ことも共通しています。もちろん、
進学時には資格取得が目的だったも
のの、働いているうちに仕事のやり
がいを見つけて、具体的なビジョン
を持てるようになった方もたくさん
います。その違いは「生涯、薬剤師
としてやり遂げたいゴール」を見つ
けようとしているかどうか、なので
す。
　これから社会に出ていく皆さん
は、働く中で幾度も、様々な困難や
苦痛に遭遇することでしょう。その
時に職場から逃げて転職するのでは
なく、立ち向かい乗り越えていくに
は「薬剤師としてこれをやる！」と
いう強い情熱が必要です。ぜひ、そ
のビジョンを探してみてください。

キャリア・
ポジション社長

西鶴 智香
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　自社医薬品の添付文書の改訂に携わった。医療現
場に説明するＭＲ向けの解説書には、患者目線で分
かりやすい情報になっているかをくすり相談室や営
業・マーケティングと話し合い、また問い合わせに
対応するためのＱ＆Ａの作成も、臨床や非臨床の開
発部門と協力して専門的な見地から分かりやすい内
容に仕上げる難しい仕事をやり遂げた。
　「私が説明した内容が、全て患者さんに伝わって
いるという意識を持って仕事に取り組んでいます」
と戸田さん。緊張感と責任感で背筋が伸びる毎日だ
が、それが達成感にもなる。腎領域の薬剤に関して、
医療従事者から「投与から副作用発現するまでの日
数や、そこでどんな対応をすべきか、情報があれば

至急教えてほしい」という依頼がＭＲを通じて入っ
た。医療はスピードが勝負で、患者にとっては１分
１秒が重要な時間。蓄積した医薬品情報から問い合
わせへの回答となる情報を探し、即日で対応した。
ＭＲから「ありがとう」と感謝され、医療従事者から
は「対応してくれて本当によかった」というねぎらい
の言葉があったという。
　「社内で仕事をしているため、医療現場の人たち
が感じている疑問や課題を共有するのは難しいとこ
ろもありますが、他の部署から私たちが実施し
た活動に対する反応を聞いたときには、『ああ、
皆さんとつながっているんだ』という気分にな
れます」。今ではファーマコビジランスに従事
していることを誇りに思っている。

　仕事から離れると、友人や家族との憩いを楽しむ
ようにしている。同じ部署の同僚とは、「焼肉部」の
活動にいそしむ。開催されるのは、重要な事案が終
わったときや目標を達成したとき、29日（にくの
日）。仲間と焼肉を食べてお酒を飲み、一緒に喜びを
分かち合う。翌日からの仕事の活力にしている。
　休日には、友人や家族と旅行に出かけることも。
特に友人と行ったバリ島はお気に入りの場所で、今
年は親子で水入らずの休暇を過ごした。尊敬する父
からの教えを忘れない。「普段はああしろ、こうしろ
とあまり口出ししないのですが、『人とのつながり

を大事にしろ。飲み会の誘いを受けたら絶対に
断るな』という言葉は、胸にしっかりと刻まれ
ています」。仕事でもプライベートでも、コミュ
ニケーションが大事なキーワードであり、今で
は彼女の立派な武器だ。
　入社４年目となった現在、後輩の指導という
役割も加わった。「いろいろな経験を持った方
が在籍していますが、私のように新卒で入社し
た人間も多様性の一部として受け入れてくれ
る」という恵まれた環境を理解している。だか
らこそ、「後輩をチューターとして見させても
らっていますが、彼女のバックグラウンドを大
事に、『私には考えつかないアイデア』を持ち合
わせていることを忘れず、業務にあたってもら
うことを考えています」と言う。
　不安も多いはずの薬学生には、こんなエール

長期休暇には海外旅行
父の言葉が大きな支えに 父
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（１ページから続く）
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